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便利なものには不都合な⼀⾯があった 海洋に⼤量に漂うプラスチックごみ問題 
 
強⾵が吹き荒波が押し寄せ
た海岸に多くのプラスチッ
クごみが打ち上げられてい
るのを⾒ることが多くなっ
た。特に、台⾵が通過した後
の海岸では、条件によっては
実に多くのプラスチックご
みを⾒ることがある。この現
実は昨⽇今⽇に始まったも
のではなく、私の記憶ではす
でに 30 年前にはすでに⾒られた。 
 
この光景を⾒て⼩学⽣たちは「ワー、キッタネー」と⾔った（新聞記事）。 
 
陸から海に流出したプラスチックごみの量は、2010 年に中国⼀国だけで 353 万トンとなっ
ている。プラスチックの⽐重を１とすると、この体積は 150 メートル⽴⽅である。この量
を多いとみるか少ないと⾒るかは、個々それぞれであると思うが、この量が毎年排出され、
あるいは年を経るにしたがってこの排出量が増加して海に蓄積していくと考えると、恐ろ
しいものがある。 
 
以下に⽰した環境省資料には、2010 年に各国が海洋へと放出したプラスチックの量が記さ
れている（新聞記事の元データ）。中国を含めた各国の排出量を合計すると結構な量になっ
ていることがわかる。 
 
海岸に打ち上げられるプラスチックごみはまだ集めて焼却すれば無害化できる。問題なの
はマイクロプラスチックである。こちらは実に始末が悪い。 
 
マイクロプラスチック（Wikipedia） 

マイクロプラスチックは、（⽣物物理学的）環境中に存在する微⼩なプラスチック粒⼦で
あり、特に海洋環境において極めて⼤きな問題になっている。 

海洋⽣物がマイクロプラスチック⾃体と、それに付着した有害物質（PCB や DDT など）



を摂取し、⽣物濃縮によって海⿃や⼈間の健康にも影響することが懸念されている。 
マイクロプラスチックを摂⾷した後の海洋⽣物への影響は次の 3 つが考えられる。 

摂⾷器官または消化管の物理的閉塞または損傷 
摂⾷後のプラスチック成分の化学物質の内臓への浸出 
吸収された化学物質の臓器による摂取と濃縮 

 
マイクロプラスチックのでき⽅は、同 Wikipedia より、 

⼯業⽤研磨材、（⾓質除去タイプの）洗顔料、化粧品またはサンドブラスト⽤研削材など
に直接使⽤するために⽣産されるマイクロプラスチック、または多種多様な消費者製品を
⽣産するための前段階の原料（ペレットまたはナードルと呼ばれる）として間接的に使⽤す
るために⽣産されるマイクロプラスチック（"⼀次マイクロプラスチック"）。マイクロビー
ズとも呼ばれる（en:Microbead） 

特に海洋ゴミなどの⼤きなプラスチック材料が壊れて段々と細かい断⽚になる結果、環
境中に形成されたマイクロプラスチック（いわゆる"⼆次マイクロプラスチック"）。この崩
壊をもたらす原因は、波などの機械的な⼒と太陽光、特に紫外線 (UVB) が引き起こす光化
学的プロセスである。 

家庭での⾐類の洗濯による布からの合成繊維の脱落。 
 
海洋に漂う⽬に⾒えるおびただしい量のプラスチックから、多くの量のマイクロプラスチ
ックが⽣み出され続けている可能性が強い。オゾン層破壊問題の解決策がそうであったよ
うに、プラスチックを海洋に流出させないことがこの問題を解決するための唯⼀の⽅法で
ある。世界の国々が協⼒し、問題解決に当たる以外にこの問題が解決されることはない。 
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